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令和７年第１回小金井市教育プラン検討会議事日程 

 

令和７年４月２１日（月） 

午 後 ６ 時 開 会 

 

催日時 令和７年４月２１日 
開会 ６時００分 

閉会 ７時４５分 
 

場 所 第二庁舎８階 ８０１会議室 

出席委員 

会   長    末松 裕基 

 

会長職務代理者  大澤 秀典 

 

委   員    黒木 智道 

委   員    新井しのぶ 

 

委   員    嶋内 和博 

 

委   員    中村 光志 

欠席委員  

説明のた 

め出席し 

た者の職 

氏  名 

教育長      大熊 雅士 

 

学務課長     笹栗 秀亮 

 

庶務課長     内野 敦史 

 

指導室長     平田 勇治 

統括指導主事   田村  忍 

 

指導室指導係長   前川 智一 

 

庶務課庶務係長   小平 文洋 

 

庶務課庶務係主任   大久保 知佳 

傍聴者 

人 数 
なし  

 

 

議事内容 

⑴ 会長職務代理者の指名 

⑵ 児童・生徒アンケート報告書 

⑶ 国・東京都の教育をめぐる動向 

⑷ （仮称）第４次 明日の小金井教育プランの施策体系 

⑸ ワークショップ 

⑹ 今後の日程 

⑺ その他 
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開会 午後６時 

 

末松会長    定刻になりましたので、始めさせていただきます。本日は、お忙

しい中お集まりいただきまして、ありがとうございます。 

 会議に入る前に、教育プラン検討会議の委員の学校教育部長が人

事異動により、代わりましたのでご紹介いたします。 

 それでは、簡単に自己紹介をお願いいたします。 

 

大澤委員    皆さん、こんばんは。４月１日付けで学校教育部長の拝任を受け

ました大澤です。前は２年ほど福祉保健部長、その前は子ども家庭

部長をやっていました。平成４年に役所のほうに入所しましたが、

教育委員会は今回が初めてとなりますので、皆様方に協力してこの

計画をまとめていきたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

末松会長    よろしくお願いいたします。続きまして、事務局の職員の方々も

人事異動がありましたので、ご紹介いたします。 

 

庶務課長    ４月１日に庶務課長に着任いたしました内野と申します。よろし

くお願いします。 

 

末松会長  ありがとうございました。では、ただ今より、令和７年度第１回

小金井市教育プラン検討会議を開催いたします。まずは、事務局か

ら配布資料の説明をお願いします。 

 

庶務課長    それでは、お手元の資料をご覧ください。 

資料１は、前回の会議でも案をお示しいたしましたが、今年１月

下旬から２月上旬にかけて実施した「小金井市教育プラン策定にか

かるアンケート調査結果報告書」となっています。 

 資料２は、「国・東京都の教育をめぐる動向整理」となります。国

では令和５年６月に第４期教育振興計画、都では令和６年３月に東

京都教育ビジョン第５次を策定しており、そのポイントをまとめた

資料となります。 

 資料３－１は、（仮称）第４次 明日の小金井教育プランの施策体

系（案）となります。 

 資料３－２は、第３次 明日の小金井教育プランの施策体系の資
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料となっています。 

 資料４は、今後、開催を予定しておりますワークショップについ

ての資料となっています。 

 資料５は、今後の会議等のスケジュール資料となります。 

 配布資料の説明は、以上となります。 

 

末松会長    ありがとうございました。ここで、議事に入る前に１点確認があ

ります。会議録の取り扱いについて、事務局から、説明をお願いし

ます。 

 

庶務課長    本検討会議については、公開の会議となっており、現在、本市の

ホームページに、令和６年度第１回の資料と会議録、第２回の資料

を掲載しております。 

 会議録につきましては、事務局からのメールにて内容をご確認い

ただいた後、内容を確定し、公開させていただきました。 

 本市では、会議録の確認方法として、実施した次の会議で承認を

得る方法がございます。しかしながら、会議録の作成状況と会議の

開催時期等の関係から、当検討会では、事務局からメールにて内容

をご確認いただいた後、内容を確定させ、ホームページに掲載する

方法とさせていただきたく、ご協議をお願いいたします。 

 

末松会長    それではそのような形でよろしいでしょうか。 

 

（委員一同異議なしの声） 

 

末松会長    ご異議なしと認めます。 

それでは、項番１から進めさせていただきたいと思います。本日

は、１９時３０分頃の終了を予定しています。 

 では、項番１「会長職務代理者の指名」についてです。職務代理

者は、会長に事故があったときに、その職務を代理する者で、小金

井市教育プラン検討会議設置要綱第３条第３項に規定されており

ます。会長職務代理者であった大津委員が異動したことから、改め

て、私から会長職務代理者を指名させていただきます。 

 会長職務代理者は、大澤委員にお願いします。大澤委員、一言ご

挨拶をお願いします。 
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大澤委員    着任早々でありますが、よろしくお願いします。 

 

末松会長    よろしくお願いします。 

続きまして、項番２「児童・生徒アンケート報告書」についてを

議題とします。事務局から説明をお願いします。 

 

庶務課長    資料１「小金井市教育プラン策定にかかるアンケート調査結果報

告書」をご覧ください。 

 調査結果報告書は、前回の会議で報告させていただき、次期計画

策定に参考となるご意見を多数いただきました。誠にありがとうご

ざいました。 

 報告書の３５ページをご覧ください。 

 前回の会議では、自由記述欄についてを調整中とさせていただい

ておりましたが、会議の中では、自由記述の記載方法についてもご

意見をいただきました。 

 その結果、個人情報に関するもの、個人等が特定しやすいもの、

誹謗中傷が含まれるもの、個別具体的な事象への内容及び重複及び

類似する内容についての掲載を配慮したうえで、できる限り掲載い

たしました。 

 詳細については、資料をご覧ください。 

 

末松会長    前回から大幅に資料を変えていただきました。皆さん、確認した

いところ、ご質問があると思いますので、少し時間を取ります。 

 質問がありましたら、お願いします。 

 

嶋内委員    事前に目を通させていただいて、数字だけのときと子供たちの声

を直接見たときとでは、だいぶ印象が変わると感じました。次のプ

ランを考えるときに非常に重要な情報だと思いました。 

 見ていて気づいたことが、部活動の地域移行について、ネガティ

ブな意見が結構あったことです。国の政策として地域移行は決まっ

ているので、小金井市としてもおこなわれると思いますが、担当課

の生涯学習課には情報の共有はおこなっているのですか。また学校

設備についても別の課が関わってくると思いますが、今後、連携な

どは考えているのですか。 
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末松会長    他部署などと情報共有しているのですかという質問だったと思い

ます。どうですか。 

 

庶務係長    部活動の関係に関しては、生涯学習課が部活動の検討部会を開い

ていますので、そちらに情報提供をしたいと思っています。学校施

設の関係については、学務課と庶務課が関係する内容となり、本日、

管理職者も出席していますので、適切に対応していきたいと思って

います。 

 

嶋内委員    私も部活動の検討会議の内容をホームページで見ないといけない

のではと感じています。そこで検討された内容も、この上位プラン

の場でも必要だと思いますので、その辺りの情報共有はあるのです

か。 

 

庶務係長    部活動の検討部会は、令和７年度に同時進行でおこなっています。 

検討会議での協議内容をどこまでこの場に提供できるかは生涯学

習課と調整しないと分かりませんが、協議内容を把握したいという

意見は伝え、機会を設けて報告したいと思います。 

 

末松会長    ほかにありませんか。 

 

中村委員    ３６ページに「英語を数学のようにクラス分けをしてほしい。」と

いうものがありましたが、最近は同じ科目でもクラス分けしている

のですか。 

 

末松会長    数学の習熟度を取り入れています。 

 

新井委員    数学は習熟度。英語は少人数を取り入れています。 

 

末松会長    全部の授業ではなく、学習状況に応じてですよね。 

 

中村委員    理解の速さで分けてということですか。 

 

新井委員    東中学校では、本人の希望で分けています。 
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中村委員    最終的のゴールは同じになるのですか。 

 

新井委員    そうですね。定期考査も同じになりますので。 

 

中村委員    教師一人あたりの生徒の数に差はあるのですか。 

 

新井委員    大体２クラス３つ分けて、十数人ずつの生徒を３人で教えている

状態です。 

 

中村委員    数学が１番学力のバラつきが大きいからそうしているのですか。 

 

新井委員    そのあたりの理由は明確にはお答えできかねますが、基礎的なこ

とをしっかりやりたい生徒と、もっと手応えのある問題をやりたい

生徒がいるからだと思います。 

 

嶋内委員    小学校でも算数を少人数制でやっているので、同じことだと思い

ます。 

 

末松会長    大学や高校でも大人数クラスでの授業に、ご意見をいただくこと

がありますね。 

ここに書いてあることが全て正義というわけではありませんが、

このように感じている人がいるということは大事な情報になりま

すね。 

 

嶋内委員    アンケートを設定するときに、問数が多くて集中力がもたないの

ではと懸念していましたが、自由回答にこれだけ書いてくれたとい

うことはすごいことだと思います。 

 

末松会長    黒木委員、気になることはありますか。 

 

黒木委員    自由記述の回答は中学生が多いと感じました。蛍光灯などの設備

について具体的なことが出ていますが、このアンケートはプラン策

定のためにとったものなので、プランに反映させると考えてよいで

すか。自由記述を公表するのであれば、設備が良くなったほうが子
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供はうれしいと思います。 

 

庶務係長    学校施設における自由記述欄について掲載するかは検討したので

すが、トイレ設備などへの意見が出ている中で、全く掲載しないの

は難しいと考え、設備面に関してもできるだけ掲載する方向といた

しました。但し、蛍光灯に関しては、今後改築を予定している学校

を除く市内１２校で照明のＬＥＤ化改修工事を実施いたします。そ

のほかの細かい修繕についても適宜対応していきたいと思っていま

す。 

 

末松会長    計画にないから応じないのではなく、機動力ある計画で対応して

いくことになると思いますが、フィードバックする機会は設けても

いいと思います。責任の問題があり、最終的には管理者の責任だと

思います。安心安全はニーズに関係なく提供しないといけません。 

 新井委員、何かありますか。 

 

新井委員    子供たちはよく見ていると思いました。最初に見たときには小学

生のほうが多いと思いましたが、中学生のほうが多いとのことでし

たので、そうだったのかと思いました。部活動の話についても、こ

のままでいいのでは、と考えている子供がいることを知ることがで

きました。 

 

末松会長    新しい制度が入るときは、やはり不安が出てきます。実際に変わ

れば違う意見が出てくると思います。 

 

嶋内委員    休み時間について、短いという意見が出ていますが、小学生の一

日は詰め込まれていて忙しいです。今、小金井市の小学校の休み時

間は５分しかなく、名前も学習準備となっており、実質、休み時間

が中休みと昼休みしかありません。小金井第三小学校で時間割につ

いてのアンケートを取ったことがあり、保護者からもう少し休み時

間あってもいいのではという意見が出ています。ただ、そうすると

時間が押して、下校時間遅くなってしまいます。しかしながら、子

供と保護者の声が一緒でしたので、情報共有をさせていただきまし

た。 
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末松会長    授業時間を短くすることも難しいので、休み時間の拡大も難しい

ところですね。 

 

嶋内委員    そうですね。下校時間を遅らせたら、早く帰宅させてほしいとい

う保護者からの意見が出ると思いますので、難しいことは分かって

います。 

 もう１点だけ。３６ページの下から２つ目に昔の政治ではなくて、

今の政治を知りたいという意見がありましたが、とても意識がしっ

かりしていると思いましたので、教育プランを考える上でこういう

意見は参考になると思います。このようなところは大学に行かない

とやらないのですか。 

 

新井委員    中学３年生には歴史と並行して、政治経済があります。私たちの

時代ではやらなかった内容もかなり出てきています。 

 

嶋内委員    逆にそういうのがあるからこそ、もっとやってほしいと思ってい

るのかもしれません。 

 

末松会長    選挙や金融教育とかをやっていると思うので、昔の時代とは変わ

ってきています。 

 

嶋内委員    こういうことを考えることができる子供たちが出てきていること

はポジティブに捉えられると思います。 

 

末松会長    もう少し勉強をすると、今やっていることだけでは駄目だと気づ

くので、歴史もきちんと勉強しようとすると思います。 

 

中村委員    そもそも教科書を作っている文部科学省レベルで変えないと扱え

ない内容になります。政治の制度については勉強しますが、実際に

選挙で投票する時に、どのような基準で投票する政治家を選んだら

いいかまでは学べません。政治をより良くしようと思ったら、社会

問題とかを優先付けして考えていかないといけないのに、知識だけ

で学力を測ることになっています。その点は子供たちの意識と文部

科学省の方向性が合っていない気がします。 
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末松会長    市民性教育というのが、小中学校でも意識がされてきています。

あとは新聞をどう使うかだと思います。文部科学省も意識的に少し

ずつ学習指導要領を変えてきてはいます。 

 ちなみに小学校で模擬選挙はしないのですか。 

 

黒木委員    行っておりません。 

 

末松会長    そうすると、高校くらいからですかね。投票に行けるようになる

高校生でいきなり詰め込むのは無茶な気がしますね。 

 

中村委員    参政権が18歳になりましたので、高校３年間はありますが、選ぶ

側として、より深いレベルで考えられるように中学校くらいから助

走はつけておかないといけない気がします。 

 

末松会長    総合的な学習の時間でできなくはないが、やることがいっぱいあ

ります。参考までに立川市の場合、市民科を歴史的にはやっていま

すが、それに特化しなくても社会参加をしていくのが大事だと思い

ます。 

 では次の項番３「国・東京都の教育をめぐる動向」を議題といた

します。事務局から説明をお願いします。 

 

委託事業者   それでは資料２「国・東京都の教育をめぐる動向整理」について、

案を説明します。 

 まずは国の動きについて、令和５年６月に第４期教育振興基本計

画が閣議決定されました。この計画の大きなコンセプトは「２０４

０年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成」と「日

本社会に根差したウェルビーイングの向上」です。すなわち、心身

共に満たされた状態で個人の幸せだけでなく、社会全体の豊かさに

もつながる教育のあり方が求められています。 

 そのためにＳｏｃｉｅｔｙ５．０時代に必要な力である主体性、

創造力、課題解決力、チームワークなどを育てることが重要視され

ています。またグローバル化、デジタル化が進む中での人材育成や

誰一人取り残さない共生社会の実現を目標に掲げられています。 

 ２ページ目をご覧ください。 

 こども基本法は令和５年４月に施行され、「全てのこどもが、将来
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にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現」を目指すも

のです。特に重要なのが子供自身の意見を施策に反映するという点

です。すでにアンケート調査やワークショップ等が計画または実施

されており、現場の声を丁寧に拾い上げていく姿勢が示されていま

す。 

 ３ページをご覧ください 

 都の動向として、令和６年３月に東京都教育ビジョン（第５次）

が発表されました。国の動向や策定の背景や考え方を共有しつつ、

首都東京としての役割を踏まえ、方向付けをおこなっています。今

後、５年間の教育の方針を示すもので、大きく３つの柱に分かれて

います。 

 ４ページ目になります。 

 １つ目の柱が「自ら未来を切り拓く力の育成」になります。確か

な学力、イノベーション人材、グローバル人材の育成に加えて、Ｓ

ＤＧｓや人権尊重など社会に主体的に関わる姿勢を育てる教育が盛

り込まれています。 

 ２つ目の柱が「誰一人取り残さないきめ細やかな教育の充実」に

なります。インクルーシブ教育の推進や困難を抱える子供たちへの

きめ細やかな支援、家庭や地域との連携が重視されています。 

 ３つ目の柱が「子供たちの学びを支える教職員・学校の力の強化」

になります。教員の資質向上や働き方改革、学校教育を支える環境

整備などが具体的な施策として示されています。 

 これらは国・東京都共に持続可能な社会の作り手としての子供の

育成を中心に据え、多様性と包括性、デジタル・グローバル時代へ

の対応を強く打ち出したものとなっています。 

 

末松会長    簡単に言うと国に大きな方向性があり、それに基づいて都も方向

性があり、それらを踏まえて小金井市の教育プランを決めることに

なります。 

 ウェルビーイングがキーワードになっていますが、体、精神、社

会的に一人一人が持続的に幸せな状態になることです。そして戦後

の画一的な者を育てる状態から一人一人に寄り添っていく状態とな

ります。また先生方が生き生きできるように、地域・社会が連携を

おこない、先生方としてもそれに甘んじず学び続けることが必要と

なります。 
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 何か読んでいて、疑問や質問がありましたらお願いします。 

 

中村委員    これは多様性や独自性と言いつつ、トップダウンで画一的なもの

をやろうとしている気がします。市のプランとしては、これにない

ことをやってもいいのですか。それとも沿っていないと、上位計画

との整合性や予算が取りにくいとかがあるのですか。 

 

末松会長    敵対関係ではなく、後押しするのが国や地方自治体の役割となり

ます。 

 

中村委員    市として、この点に関しては別の考え方を重視したほうがいいな

どとしてもいいものなのですか。 

 

末松会長    その点は大丈夫だと思います。書いていることをそれぞれで解釈

してやったほうがしやすくなると思います。 

 

中村委員    国の計画があって、それを具体化・細分化したものが市町村に下

りてくるだけなので、どの市町村も同じようなことをやっているこ

とになりそうだと思っていました。 

 

末松会長    自治体によってばらつきが出てきますよね。事務局として印象は

いかがでしょうか。 

 

統括指導主事  細かいところでは、自治体ごとに特別感があるような事例がある

と思います。例えば、ＩＣＴ教育や特別支援教育などの推進はどこ

の自治体もやっていますが、その中でどのようなことをおこなうか

は独自性が出ると思います。またどの分野に重点を置くかでも独自

性が出ると思います。 

 

中村委員    教科書が決まっている中で、それぞれの自治体で独自の教育振興

計画がありますが、独自でやれる部分は感覚的に何％くらいになり

ますか。 

 

末松会長    おっしゃっていることが分かってきました。パワーバランスで、

強い国がいる、強い都がいる、弱い市町村がいるというイメージで
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はなく、国は大綱化ということで、最低限やってもらう基準を決め

ている状態に近いと思います。 

 

中村委員    最低限だとしても、量が多いので、独自の取組をやる時間がとれ

ないと状況です。時間的な余裕があれば、それぞれの自治体で独自

の取組ができると思います。 

 

末松会長    最低限のところをおこなうために国が働き方改革を行なったり、

予算をつけるなど、国や市町村のそれぞれの責任の範囲を決めたも

のがこのシステムとなります。これは学校現場が権限や裁量をもっ

て自由度を発揮していいというシステムになるので、学校現場には

より専門性が求められてきます。システム的に楽をして何も策のな

い学校現場だとパンクして終りとなります。最近では、校長は管理

者ではなく経営者という認識となっています。日本の場合、圧倒的

に人的資源が足りませんので、国や都道府県も頑張ってはいますが、

今のシステムだけだと駄目だと思います。 

 

嶋内委員    今の話に付随して、例えば、学習指導要領が最低限と言われてい

たように、ここに書かれていることはあくまで指針であり、法律で

決められているわけではないということですね。 

 

末松会長    計画を踏まえておこない、学校現場に近づけば近づくほど決定権

があるシステムになります。 

 

嶋内委員    国の動向に働き方改革が書かれていませんが、都のほうでは強く

打ち出されています。国のほうに入っていなくても、おこなえば、

自治体の独自性ということになるのですか。 

 

末松会長    国は２０１８年に法律をつくって、２０１９年に方針を出して、

働き方改革はとても意識しています。それを踏まえて都も入れてい

るのだと思います。 

 国のほうの本文には働き方改革は出てきていますよね。 

 

委託事業者   出てきています。教育ＤＸというものに２つの方向性があり、１

つが学校経営全体を効率化していき時間を生み出すというもので、
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もう１つが職員のウェルビーイングを高めるものとなります。 

 

末松会長    違うキーワードで文部科学省のほうではＤＸを出しています。働

き方改革は教育界を問わずおこなわれています。 

 あとは不登校の子たちに対する法律整備もここ１０年ほどで変わ

ってきています。 

 

嶋内委員    国も都もとても抽象度が高い言葉で書かれているので、小金井市

としてどういうことをおこなっていくのか考えていくということで

すね。 

 

末松会長    方角だけを決めて、どのような船を造るのか、船内に何を持ち込

むのかということを、学校現場に近づくにつれて裁量権が強くなっ

ていきます。ただ公共サービスなので、フリーハンドで学校にさせ

るのではなく、きちんと規制はします。 

 

嶋内委員    私立の学校ではまた役割が変わってくるのですよね。 

 

末松会長    公教育なので、私立でもある程度規制の中には入ります。昔は意

見を言いにくいこともありましたが、今は計画があると言えるよう

になっています。 

 

嶋内委員    学校教育なので、地域の承認がないとできないわけですからね。 

 

中村委員    枠組みを国・都が出した場合、似たような教材、ＩＴツールなど

をそれぞれの自治体で作ると大変なので、自治体同士が一緒に作る

ような横のつながりはあるのですか。 

 

末松会長    時には法律を緩めたり、特区などもあります。次の政策・法律を

作るための研究データが各学校、自治体単位であり、それを共有し

ていくシステムはあります。例えば同じ不登校でもＩＣＴを使う自

治体もあれば、ほかのエビデンスをもってくる自治体もあります。

そして１０年後くらいに国がうまくいく方向性を出してくれるので、

それを自治体ごとで解釈をして、プランをそれぞれに立てていく裁

量はあると思います。 
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中村委員    それはどのような部署や役職の人が主体となるとなるのですか。 

 

末松会長    その内容を所管している部署の職員の方々ですね。 

 

中村委員    そういう方々が自治体間でつながりをもって、お互いに話をして

一緒にやるようなことになるということですか。それとも文部科学

省や総務省などが旗を振って、各自治体の関係者が集めて検討会な

どをやったりするのですか。 

 

末松会長    両方ありますね。 

 

中村委員    取り組もうと思って具体化をしようとすると、それなりのマンパ

ワーやお金が必要になります。そのあたりは各自治体レベルでする

のは難しいので、各学校で同じことをおこなう部分ではスケールメ

リットを活かした効率化ができないのかなと思っています。 

 

末松会長    国際的に見ると、海外の学校では１校で数十年務めることが普通

にあります。日本では人事異動で人事交流がされており、ある特定

の地域だけが発展するようなことがないので、そういう意味では戦

後にうまく教育行政の仕組みができたのだと思います。 

 

嶋内委員    小中学校の先生も２、３年で転勤されます。５、６年同じところ

で勤める先生は珍しいですよね。 

 

末松会長    各都道府県で指名された人が集まって研修する場もあり、そこで

いろいろな交流もおこなっています。人的ネットワークはそこで結

構つくられています。 

 項番３に関しては、ホームページにたくさん資料がありますので、

目を通していただきまして、イメージを膨らませていただきたいと

思います。では、項番３については、この程度でよろしいでしょう

か。 

        それでは次は、項番４「（仮称）第４次 明日の小金井教育プラン

の体系」を議題といたします。事務局から説明をお願いします。 
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庶務課長    資料３－１「（仮称）第４次 明日の小金井教育プランの施策体系

（案）」をご覧ください。 

 小金井市教育委員会では、市の教育行政の基本とする目指すべき

目標である教育目標、その教育目標を達成するための基本方針を定

めております。現在の教育目標は令和元年度、基本方針は平成３０

年度に改定して以来、内容に掛かる大きな改定をおこなってきてい

ません。 

 一方、市では来年度に向けて最上位計画「第５次小金井市基本構

想・後期基本計画」を策定しております。この後期基本計画の改定

のタイミングを受け、小金井市教育委員会としても教育目標及び基

本方針の改定に取り組んでいます。 

 教育目標及び基本方針については、教育委員会定例会で協議して

いくものとなりますが、明日の小金井教育プランの基本の考え方と

なることから、今後、検討会議の中でも教育目標及び基本方針につ

いての情報提供をさせていただきたいと考えています。 

 本日は、まず、検討段階でありますが、教育目標の考え方及び基

本方針の方向性をお示しいたします。 

 次に資料３－２は「第３次 明日の小金井教育プランの施策体系」

となりますが、これらを参考に、資料３－１の空白となっている「施

策」、「主要事業」、「主な取組」についてご意見をいただきたいと考

えています。 

 それでは、教育目標の考え方、基本方針の方向性について、統括

指導主事よりご説明をさせていただきます。 

 

統括指導主事  資料３－１について、今、市の教育目標を改訂するために話し合

いを進めています。考え方や方向性として、現時点で整理できたと

ころまでのお示しなので、今後、変更の可能性がありますが、説明

をさせていただきます。 

 先ほど、国や都の動向の説明がありましたが、国や都も教育の現

状や社会の情勢を踏まえて施策を作っているので、小金井市として

もそれを整理して話し合って方向性を考えています。 

 まず、教育目標の考え方として、最初の部分に「全ての子供が、

主体的に学び合い、多様性を尊重し、創造力豊かに未来を切り拓く

ことを願い」があって、その次に「【基本方針１】未来を創造する力

の育成」、「【基本方針２】自他の人権を大切にする子供の育成」、「【基
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本方針３】子供が自らの可能性を引き出す教育の推進」が続きます。 

 市として主体性、多様性、創造性の３つが大切になると考えてい

るので、その言葉が入っています。 

 方向性としては、【基本方針１】が未来を創造する力、【基本方針

２】が人権、【基本方針３】が学校、地域、家庭の協働になります。 

 ご意見をいただきたい部分は、施策や主要事業、主な取組の部分

となります。 

 資料３－２は現行の明日の小金井教育プランとなり、先ほど中村

委員が言われたのは、主な取組より先の部分ではないかと思います。

例えば、一番上の人権教育推進委員会・体罰防止研修については、

実際にどのようなことをやるのかという先の部分になると思います。 

 事務局としては、委員の皆様からは小金井市として必要な施策や

主要事業についてのご意見をいただきたいと思っています。 

 

末松会長    今回の教育目標のキーワードとしては、主体性、多様性、創造性

となり、それに関連する形で基本方針が３つある形になります。 

 基本方針３について、可能性を引き出すのは学校、家庭、地域で

すか。それとも子ども自身ですか。 

 

統括指導主事  ここに関しては悩んでいるところです。「子どもらしさ」、「自分ら

しさ」という言葉と可能性という表現のどっちがいいかという議論

は出ています。そういう議論の中で引き出すというところが、学校、

地域、家庭が引き出すと考えてはいますが、今後の文言の扱い方に

よって多少変わってくることがあるかもしれません。 

 

末松会長    教育はもともと引き出すという意味のエデュケーションです。か

なりキーワードになりそうです。 

 考え方としては、今日の会議でプランが決まるものではないので、

目標や方針がある中で、これまでのアンケート調査とか第３次の計

画を見ながら、ご質問や基本方針についてもう少し知りたいところ

などを聞いていただきたいと思います。 

 

中村委員    基本方針の方向性のところで、最近の日本にはタフさ、ハングリ

ーさがないと感じます。それが主体性という言葉である程度表され

ている気がします。今の大人たちが主体性なく、給料が上がらない
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なら、スキルを磨いて転職すればいいのに、環境のせいにしている

ように感じられます。この先、さらに厳しい状況となっていった場

合、子供たちは中々未来を切り拓いていけないと思います。その辺

りが重要だと思うのですが、盛り込めるとしたらどの基本方針にな

るかと考えています。 

 

末松会長    恐らく、中村委員がおっしゃったことは我々にも問題があります。

ここの場に来ているということは、私たちは恵まれている方ではな

いかと思います。教育学的にはレジリエンスという困難さに対峙す

る力を意味する言葉があります。最近ではネガティブケイパビリテ

ィなども使われます。研究で分かっていることは、その能力がある

子どもは愛情、安心、安全を身近から感じられています。遠回りに

はなりますが、できない子どもがいても、できないことを責めずに、

なぜできないか尋ね、どうやったらできるか聴いて寄り添うアプロ

ーチが必要となります。従来の言葉でいうと「思いやり」というよ

うな表現になると思います。 

人権の問題についても、一人一人に能力がないのではなく、資源

を持っていなかったからだと思います。全て問題に関わってくるよ

うな大事なトピックになると思います。 

 

統括指導主事  【基本方針１】の未来を創造する力に一つ入ると思います。予測

困難な時代に困難な状況にあっても、自ら問題を解決していく力を

育てる授業をしていくことにつながると思います。さらに、そこに

他者と協働しながら解決していくことは【基本方針１】だけでなく

【基本方針２】の人権を大切にして、相手と共により良い社会を築

いていくことにつながると思います。 

 

中村委員    小さい頃に小さな困難を乗りこえることを積み重ねることで、だ

んだん自信は養われていくと思います。御膳立てされて進んでくる

だけでなく、ほどよい困難を挟みながら、立ち向かっていけるタフ

さを育めればと思います。 

 

末松会長    偶然にも卒論でそれをテーマにしている学生がいます。相関関係

で言えば、貧困の度合いや社会資源、人間関係などに密接なつなが

りがあります。個人の能力とか才能の問題にしてしまうと、どんど
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ん格差が広がってしまいます。私たちが一緒に悩んでいくことが、

考え方の「全ての子どもが」という部分に入っているのだと思いま

すので、小金井市のメッセージは温かいイメージを受けました。 

 黒木委員、今、タフさという話が出ましたが、何かアイデアはあ

りますか。 

 

黒木委員    様々な背景を考えると一概には言えないと思います。タフさを育

てたいという願いは分かりますが、そこだけに焦点を当てるのは難

しいと思います。 

 違う話となりますが、３つの基本方針に施策を落とし込むイメー

ジがしづらいと感じます。そこで、例えば、都の基本的な方針は１

２個まであるので、これを小金井市の施策に落とし込んだらどうな

るかを考えた場合、小金井市の【基本方針１】には都の基本的な方

針の１から４が、【基本方針２】には５、６が、【基本方針３】には

７、８、９が当てはまると思いました。１０、１１、１２はそれぞ

れ分ければよいと思いました。そうすれば具体的に見えてくると感

じました。 

 

末松会長    対応関係を考えるとそうですね。それをこの後に各課でいろいろ

な調整をして、具体的な例が出てくると思います。 

 新井委員、これまでのことか、ほかに注目すべき点があればお願

いします。 

 

新井委員    【基本方針３】のところで学校、地域、家庭という話がありまし

たが、非常に大切だと思うと同時に、地域というとコミュニティス

クールなどが頭から離れません。アンケートに関しても地域があま

り出てこないので、子どもたちにとって、地域ってどのように感じ

ているか気になります。小学校は見守りがありますが、中学生にな

るとなくなるので、地域に対してピンと来ていない子どもが多い気

がします 

 

末松会長    中学生は距離を感じるということですね。 

 

新井委員    地域の方も中学校は敷居が高いと言われており、それをどうして

いこうか考えています。小学校と中学校では感覚が違う気がしてい
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ます。 

 

末松会長    学校種の違いで地域、家庭での距離感が変わったりするような話

はありますか。 

 

統括指導主事  小学校のほうが地域の方に授業に入ってもらうことが多いです。

中学校では部活で地域の力を借りることはあるので、今後、外部指

導員という形で増やせていけるのではという程度です。コミュニテ

ィスクールについては、全校がコミュニティスクールになったので、

大人には伝わっていると思いますが、子供たちには難しいかもしれ

ません。ただコミュニティスクールの中での話し合い事は地域との

協働につながるので、地域人材を学校の教育活動に活用にしている

ことにはなります。 

 

末松会長    あとは防災の話や家庭の困難さ、学校へ来づらさを持つ子供たち

が、先生には言えなくても地域に関係性ができれば何とかできるか

もしれません。ただ、歳が上がると難しくなってきます。 

 

嶋内委員    左の基本目標の考え方は不動のものだと思いますが、基本方針の

方向性を３つにした理由を伺いしたいです。例えば【基本方針２】

はほかに比べて、多様性にかなり重きが置かれている気がします。 

 

統括指導主事  教育目標を考えている案のところで、この考え方の後に続く文章

があり、その中の文言の一部を取ったのが基本方針となります。例

えば【基本方針１】は「より良い未来の創造を目指し、主体的に学

び、多様的な人々と協働して、課題を解決する子ども」のような文

章が、【基本目標２】については、「人権を大切にし、自分を肯定的

に捉えたり、一人一人が個性を発揮する」というような文章が、【基

本目標３】については、最初に「地域、家庭、学校が未来を生きる

子どもの姿を共有し、その子どもの可能性を最大限に引き出す教育」

というような文章が考え方に入ることを想定しています。 

 なぜ３つになったかという説明は申し訳ございませんが、難しい

です。 

 

末松会長    独立しているように見えますが、３つとも別々のものではなくて、
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重複しており、３つの円で書くと重なっている部分が出てくると考

えると分かりやすいです。 

 

統括指導主事  最初にスタートしたのが、主体性、多様性、創造性というところ

になり、それが子供に育てたい力となります。人権と主体的に学ぶ

ことを支えるものとして地域、学校、家庭が協働して子供を育てる

ことが必要だという流れから、３つに整理されたのではと思います。 

 

末松会長    お互いに補い合い、高め合う関係性ということですね。 

 

黒木委員    【基本方針３】がベースになっている気がします。重複している

部分が多く、どのように分けるのか難しいと思っていましたが、今

の説明で分かりました。 

 

末松会長    【基本方針３】が包み込む感じですね。そして【基本方針２】が

両方に関わっていて、【基本方針１】が個人でいろいろな可能性を伸

ばしていく感じですね。 

 

嶋内委員    教育目標の考え方と基本方針の方向性の間には別の文章があると

いうことが分かりました。 

 

末松会長    今後、見せ方が変わる可能性があるということですね。 

 

統括指導主事  そうですね。今の話を聞くともっと整理が必要だと思いました。 

 

嶋内委員    【基本方針２】も人権とありますが、意味合いには自己肯定感も

入っているとのことだったので、いろいろな意味を含んでおり、重

複しているということを理解しました。 

 

末松会長    よく練られている印象をもちました。小金井市としてのカラーが

見えてきた気がします。 

 では、続きまして項番５「ワークショップについて」を議題とい

たします。事務局から説明をお願いします。 

 

庶務課長    資料４をご覧ください。 
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以前、検討会議でもお伝えいたしましたが、子どもの意見を聞く

機会として、アンケートとは別に、ワークショップの開催を予定し

ております。 

 前回の会議では、５月に開催予定でしたが、スケジュールの都合

より６月２１日（土）の１４時から２時間程度で、会場は、市役所

本庁舎３階の第一会議室を予定しております。 

 ワークショップの議題の対象としましては、資料３－１の施策部

分についてをテーマとする予定で考えています。 

 また、対象といたしましては、現時点で中学生及び小学校５、６

年生を想定しています。生徒の募集は、来月にかけて公募にて実施

する予定で、人数は４０人程度で考えています。 

 なお、実施方法については、現在調整中となっています。 

 

末松会長    今回の１つの特徴としては、子どもの意見をプランに入れていく

ということで、かなり先進的な取組になります。もちろん、皆さん

からご意見をいただき、事務局でいろいろと調整をしていただきな

がら、次回くらいには施策の体系がより出来た形で準備されること

になると思います。すでに子どもたちへのアンケートは取りました

が、６月は学校も大変な時期になると思いますので、本日は、より

実現可能な方法についてご意見をいただき、事務局で調整をしてい

ただく形がいいと思います。 

 黒木委員、小学生について、どう思われますか。やはり小学生と

中学生では差は大きいですか。 

 

黒木委員    ５、６年生なら意見を言えると思いますが、中学生が一緒だと少

し緊張するかもしれません。やり方次第ですが、小学生は小学生だ

けで開くほうが意見を出しやすいと思います。 

 

末松会長    やり方としては施策について聞くより、学校での近況など、具体

的な内容の質問をしたほうがいいですか。 

 

黒木委員    勉強や休み時間、給食について、どうなのか聞いたほうがいろい

ろと言ってくれると思います。 

 

末松会長    中学校はいかがですか。学年ごとに差があったりしますか。 
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新井委員    「小金井を変えちゃう人の会」と同じようにできるかと思います

が、６月は、テスト期間に重なっているところがあるのではという

気がします。 

 

末松会長    東中学校はどうですか。 

 

新井委員    東中学校は、実施日の少し前がテスト期間ですので、テスト明け

で生徒は疲労しているかもしれません。 

 

末松会長    学年間での違いはどうですか。 

 

新井委員    この時期だと３年の部活動の引退試合につながる都大会が入って

くる時期だと思うので、部活動を一生懸命にやっている生徒は出づ

らいかもしれません。 

 

末松会長    その辺りは調整が必要ですね。聞く質問はどうでしょうか。施策

について聞いても大丈夫でしょうか。 

 

新井委員    中学生ですので、大丈夫だと思います。 

 

末松会長    市民や保護者には公開しませんが、我々は参加できるので、日程

が合えば、ぜひ参加いただきたいです。 

 

中村委員    アウトプットとしては、施策レベルの案が出てくることになるの

ですか。 

 

末松会長    案というより、意見を聞く形になります。 

 

中村委員    いろいろなものを発想して実現するにはどうしたいいのかを聞い

て、それを大人が昇華して取り込むのですか。それとも我々がたた

き台を作り、それについて意見を求める形となるのですか。それと

も、漠然と日常のことについて、現状、どのように思っているのか

を聞く形となるのですか。 
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末松会長    その辺りは、これから検討されることだと思いますが、事務局と

してはどのようにお考えですか。 

 

委託事業者   想定としては、まずは施策のテーマについて意見をいただきたい

と考えています。まずはテーマについての現状や実際に学校で問題

だと思っていることを洗い出してもらおうと検討しています。そし

て、そういった現状や問題点について、これからどのようなことを

できたらいいのか、どのような学校になったらいいのかについての

アイデアをもらえたらいいなと考えています。そのアイデアについ

ては、事務局とこの会議でどのように反映していくかを考えていけ

ればと検討しています。 

 

末松会長    認識を聞きながら、さらにアイデアも聞いていくということです

ね。 

 

中村委員    課題抽出と対策案を出してもらうということですか。 

 

末松会長    対策までは難しいので、アイデアをということになります。若い

人なりの受け止め方や感じ方の意見を出してもらう感じだと思いま

す。 

 

嶋内委員    テーマと言われたのは、この３つの基本方針の方向性になるので

すか。 

 

委託事業者   ３つの基本方針の方向性のさらに下の、現行計画では８つ分かれ

ている部分になります。計画の言葉では分かりづらいと思うので、

少しかみ砕いた表現でテーマ設定をしていきたいと考えています。 

 

末松会長    施策に相当するものを投げてみて、どのような意見が子供から出

るのか聞いてみようという場になるのだと思います。 

 

嶋内委員    それはワークショップという形なので、こちらからＱ＆Ａという

形でなく、子供にディスカッションしてもらい、まとまったものを

出してもらうイメージですか。 
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委託事業者   そうです。基本的には大人対子供ではなく、子供たちで話し合っ

ていただいて、こういうことをしていったらいいというアウトプッ

トを最後に出していただくイメージとなります。 

 

嶋内委員    先ほど、小学生、中学生について話がありましたが、小学校と中

学校では事情が違うので、個人的には黒木委員が言われるように分

けたほうがいいと思います。その場合、小学生のものはよりかみ砕

いてあげたほうがいいと思います。それはこれから調整になります

か。 

 

委託事業者   今は、小学生と中学生が同じテーブルを囲んで話し合ってもらう

ことを考えています。２つのプログラムを同時進行でやるとややこ

しくなる部分が出てきますので、１つのプログラムで運営したいと

考えています。 

 

末松会長    テーブルは別々にして最後の発表だけ共有するような工夫をすれ

ばいいと思います。一緒だと小学生がプレッシャーで意見を言えな

くなるかもしれません。 

 

嶋内委員    ワークショップは意見の絞り込みはしないと思っていますので、

出た案は出ただけ出すイメージですか。 

 

委託事業者   前半は現状と問題点について話し合ってもらい、後半はそれに対

するアイデアを出してもらうことを想定しており、後半に出たアイ

デアに関しては絞り込みの予定はありませんが、前半の現状と課題

については、全てを考えると時間が足りないので、子供たちに大事

だと思うことについて絞り込みをしてもらおうと考えています。 

 

嶋内委員    あまり絞り込むと参考にしづらいと思うので、なるべく広くやっ

ていただけるなら、それでいいと思います。 

 

末松会長    今の意見も踏まえて、今後、具体的に詰めていただければと思い

ます。小金井市で教育プランを策定する中で初めての試みなので、

やってみて課題を検討していただくことが大事だと思います。こう

いう場があることが子供たちには大事だと思います。委員の皆様も
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日程が合う方は参加いただければと思います。 

 それでは、項番６、７に移ります。 

 まず項番６「今後の日程」について、事務局より説明をお願いし

ます 

 

庶務係長    今後の日程についてお知らせいたします。 

資料５をご覧ください。 

前回の会議でお示ししました日程から変更が生じております。ま

ず、先ほどお伝えいたしましたが、ワークショップについて、６月

２１日土曜日、午後２時からの開催となりましたので、よろしくお

願いします。 

 続きまして、第２回検討会議を７月の下旬を予定しており、ここ

で施策の体系についてご議論いただく予定となっています。それを

もちまして、８月２６日に開催される教育委員会定例会で教育委員

からご意見をいただく予定になっています。 

 その次の第３回検討会議を９月中旬、第４回検討会議を１０月中

旬に予定しており、ここでは計画の本丸となります素案を検討して

いただきまして、それをまとめ上げて、１１月１１日におこなわれ

る教育委員会定例会で教育委員からご意見をいただきたいと思い

ます。 

 その意見を集約しまして、１１月下旬から１２月下旬にかけてパ

ブリックコメントを実施する予定です。そして年明けの第５回検討

会議ではパブリックコメントの結果報告をおこない、２月下旬予定

の第６回検討会議で計画案を完成する予定です。 

 作りました計画案については、最終的に教育委員会に提出して議

決をいただく予定です。 

 なお、今後の進捗状況によって、スケジュールを変更させていた

だく場合もありますので、よろしくお願いします。 

 

末松会長    かなり丁寧にプランを組んでいただいていると思います。自治体

によっては、単年度に数回だけ集まって終わりというところもある

と思います。 

 項番７「その他」について、何かありますか。 

 

庶務課長    特にありません。 
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末松会長    大澤委員、初めてなので、何か感想あれば、お願いします。 

 

大澤委員    教育委員会は独自性があるのかなと思っています。点検評価の結

果から事業的には適切におこなわれていると思いますが、まず現行

の第３次の計画がどうだったかについて、事務局のほうと相談した

いと思います。併せて、初めてアンケートを取った中で、課題は何

か、どのように取り組んでいくかが見えてから、初めて施策の展開

にいけるのではないかなと思っています。その辺りは事務方と調整

させていただきながら、６月にはワークショップをおこない、７月

には施策を具体的に示せるように進めていきたいと思っています。 

 

末松会長    他の委員から何か意見があればお願いします。 

 

中村委員    国の計画ではＤＸやＩＣＴという言葉しか出てきていませんが、

ＡＩなどがかなり実用的になってきているので、【基本方針３】の「自

ら可能性を引き出す」という部分では活用できると思います。ある

程度の能力が身につけば、教師から教わるだけではなく、自分で学

習ができるようになります。本来、育てたり、寄り添ったり、相談

にのったりするという人間でないとできない部分以外の、知識レベ

ルことについてはＡＩを活用することが見込まれてきておりますが、

今の教職員は、自分たちが子どもの頃にそれを活用していない世代

となるので、ＡＩが普及した２０年後の世界に向けて施策を考えて

いって欲しいと思いました。 

 

末松会長    その辺りは何かご意見ありますか。 

 

統括指導主事  ＡＩを活用した授業については、情報は出てきていますし、研究

も進んできています。発達段階に合わせてガイドラインがある中で、

どのようにＡＩを活用するかは今後研究が必要だと考えています。

もしかしたら、ＩＣＴの活用の中にＡＩを活用する能力が入ってく

るのかもしれません。どこに入るかは、今後、検討が必要だと思い

ます。 

 

末松会長    悩ましいところだと思います。５年後にＡＩという言葉をまだ言
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っているのか、という状況になっているかもしれません。どういう

言葉にするか、例えばこの部分に入っているということにしていて

もいいような気がします。あまり、全面にＡＩという言葉を出して

しまうとポケットベルのように、数年後に使われなくなる用語にな

るかもしれません。その辺りは、皆さんにいいアイデアを出してい

ただきながら、次回以降に検討する形になると思います。 

 それでは継続的に議論していただくことも多くありますが、何回

かの会議でどんどん具体化していくことになりますので、あまり急

がず、ゆっくりと、いろいろと調整をおこないながら、アイデアを

出していただき、議論していければと思います。 

 以上でよろしいでしょうか。本日も遅くまでありがとうございま

した。これをもちまして、令和７年度第１回小金井市教育プラン検

討会議を終了したいと思います。 

 

閉会 午後７時４５分 


